
競争が激化し、製品寿命が短くなった現代社会において、余剰在庫を持たないメーカは 
ありません。 

もちろん、最低限の在庫は必要ですが、ふと気がつくと倉庫は 

『きっと使うはず』、『使うに違いない』、『たぶん使う』、 
『使うんじゃないかと思う』、『使わないかもしれない』.… 
といった部品が山のように積みあがっている。 

そして年に一度の棚卸で、『身元引受人なし』と償却処分される部品の多いこと....。 

★★━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　　　　　　　　◆その部品、世界中で探しているかも？◆ 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━★★
　現在、弊社が海外市場向けに展開している部品数は約23万種類。
　そして月に平均5000~6000件の見積依頼が世界中から入ってきます。

　注目すべきは、このすべてがお取引様よりお預かりしている『余剰在庫』
　です。もちろん、すべての引き合いが成立するわけではありませんが、そ
　れが世界の市場です。 

★★━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　　　　　　　　　◆現金を燃やす？◆ 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━★★
　欧米企業の場合、余剰部品自体を恥じるのではなく、

　何もせずに償却することを恥じます。「現金を燃やすのと同じ」
　と考えているようです。
　　　　　　　　　　　　　　　少なくとも、売れるものがあったら売るのは当然！
　　　　　　　　　　　　　　　ちょっとした努力が業績改善へとつながります。 

きちんと管理、保管されていた新品の部品です。現金化できるのに捨てることはありません。 

余剰在庫にお困りなら、 
是非フィギュアネットにご相談ください！ 
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